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富士通エフサス第２席

　 世紀を代表するピアニストのホロヴィッツが居ても、神々の楽

器と語られるスタインウェイのピアノがあっても、優れた調律師が

居なくてはホロヴィッツは存在しないほど調律師の役割は偉大。省

エネを目指してもビルがあっても調律する省エネチューニングが登

場しなくては、ということで期待の調律師が登場。バックにひしめ

くたくさんの高層ビルがパナソニック電工の提案に耳を傾けて調律

師が腕を振るったらどんなに地球環境にビルが貢献することになる

だろう。ビルとビルが妙なる名器となって都市に環境交響曲の透明
たえ

な響きで空間を震わせる、開演のベルを誰もが待つ。

　トンネルを抜けると雪国であった。

川端康成の「雪国」のあまりにも有名

な冒頭の一文、でもしっかり見ると

「トンネルに入ると、」と書いてあっ

てトンネルを抜ける前のトンネルの中

が広告の舞台。島村や芸者、駒子も登

場しないけれどトンネルの中が雪国に

変身、映像世界の中で陶酔する。ディ

スプレイの設置場所としては難易度は

高く悪条件の場所にちがいないが、曲

面に限らず球体でも可能となるとオー

ロラビジョンの技術開発で映像世界

は、長く暗いトンネルを抜けて創造の

未来が見えてきます。

　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
シ
ド
ニ

ー
を
象
徴
す
る
写
真
中
央
の
船
上
に
コ
マ
ツ
の
黄
色

い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
建
設
機
械
。
仕
事
の
舞
台
は
地
上

の
は
ず
が
海
の
上
、
意
外
な
組
み
合
わ
せ
に
興
味
深

く
文
章
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
環
境
や
生
態
系
を
守

る
こ
と
に
厳
し
い
コ
ア
ラ
の
国
だ
か
ら
こ
そ
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
建
設
機
械
が
選
ば
れ
た
。
環
境
へ
の
配
慮

を
欠
か
さ
な
い
企
業
姿
勢
を
誠
実
で
説
得
力
の
あ
る

コ
ピ
ー
で
、
現
場
の
臨
場
感
、
本
物
を
求
め
て
妥
協

し
な
い
写
真
と
デ
ザ
イ
ン
、
常
に
ブ
レ
な
い
格
調
の

高
さ
を
維
持
し
て
継
続
は
力
を
実
証
。
コ
マ
ツ
の
海

外
で
の
活
躍
は
日
本
を
代
表
す
る
環
境
大
使
の
役
割

も
担
っ
て
逞
し
い
。

た
く
ま

選
評オ

ー
ル
ス
タ
ー
競
作
競
演
疲
弊
し
た
日
本
の
希
望
の
光
に

　
日
本
産
業
に
欠
か
せ
な
い

の
は
「
も
の
づ
く
り
」
。
そ

の
も
の
づ
く
り
を
支
え
産
業

広
告
の
中
核
を
担
う
の
が
こ

の
第
２
部
で
す
。
参
加
企
業

は
大
企
業
か
ら
製
造
業
と
幅

広
い
部
門
で
す

が
、
ス
ペ
ー
ス

は
新
聞
広
告
の

顔
で
も
あ
る

段
が
中
心
。

社
、

件
、

作
品
と
数
多
く
オ
ー
ル
ス

タ
ー
の
競
作
競
演
、
ど
の
作

品
が
入
賞
し
て
も
不
思
議
で

な
い
接
戦
で
残
念
に
も
僅
差

で
佳
作
に
な
っ
た
注
目
の
３

作
品
。
ま
ず
１
月
４
日
に
掲

載
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
。
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
Ｍ
Ａ
Ｄ

Ｅ
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
。

上
を
向
い
て
歩
こ
う
。
遠
く

へ
向
か
っ
て
走
り
出
そ
う
、

と
日
本
を
け
ん
引
、
夢
を
現

実
に
す
る
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
広
告
は
今
日
の
日
本
を

予
感
し
て
作
っ
た
広
告
で
は

と
思
わ
せ
る
象
徴
的
な
広

告
。
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ

ム
は
ア
メ
リ
カ
の
偉
大
な
る

ポ
ー
ル
ラ
ン
ド
の
代
表
作
ス

ト
ラ
イ
プ
の
ロ
ゴ
タ
イ
プ
Ｉ

Ｂ
Ｍ
を
基
本
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

１
０
０
年
の
歴
史
を
ビ
ジ
ュ

ア
ル
化
し
て
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル

で
斬
新
な
広
告
。
東
京
ガ
ス

は
太
陽
光
と
風
力
に
地
熱
と

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ

れ
る
時
代
に
ガ
ス
こ
そ
未
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
黒
い
バ
ッ

ク
に
拡
大
す
る
イ
メ
ー
ジ
の

黄
色
の
ガ
ス
管
で
力
強
い
広

告
。
佳
作
以
下
の
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
は
日
本
の
広
告
で
は

数
少
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
。

日
立
は
今
、
注

目
の
ク
ラ
ウ
ド

を
テ
ー
マ
に
。

キ
ヤ
ノ
ン
は
必

要
な
キ
ー
だ
け
が
光
る
プ
リ

ン
タ
ー
で
入
賞
作
品
に
肉
薄

す
る
作
品
ば
か
り
、
第
２
部

の
賞
を
倍
増
出
来
れ
ば
と
悩

む
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢あ

ふ

れ
、
疲
弊
し
た
日
本
の
希
望

の
光
と
な
り
ま
し
た
。

中
森
　
陽
三

　世界の水環境の悪化を救うとい

う、たいへん大事で重いテーマであ

る。淡水魚の ％が絶滅へという

が、ここにもまた自然破壊があるの

かと憂鬱になる。しかし表現のタッ
うつゆう

チはずっと軽やかで爽やかで、気持

ちいい。新聞広告は、遠目で引き込

まれ、近くで読んで納得するとい

う。これはその代表的な作品だ。一

見すると魚の絵だけれども、なんだ

か普通でない。近くで詳細にみる

と、淡水魚の名前を並べ、それを画

素として一枚の絵にしていることが

わかる。労作である。

　機密情報保護＆共有ソリューションの機能を、危険の多い

海中で生き抜く、ハリセンボンの護身術に比 した作品。こ

のハリセンボンの写真がいい。敵からわが身を守るためのハ

リは、とげとげしくて、触ると痛いだろうに、そうは見えず

に、愛嬌があって可愛い。色もしゃれたものだ。この魅力
か わ いきょうあい

が、この作品に惹かれる要因だろう。ただ、レイアウトが散
ひ

漫なので、伝達情報にやや難があり、製品の特性を伝えるス

トーリーがよく解らないのが残念である。
わか

　３Ｄ映像なみのすごい迫力で、思わず

引きずりこまれる強力な作品だ。たった

段のスペースで、これだけのインパク

トを表現できるとは、感心するほかな

い。三条の仕様が可能なこの製品の特性

を、三本の矢の故事にたとえた発想も適

切だが、そのアイデアに表現技術が立派

に対応していて、アイデア倒れになら

ず、チエとワザが一体化した作品として

は代表的なものだろう、稼働中のディテ

ールの表現にも神経が行き届いている

が、この技術はただものではない。

選
評

多
摩
美
術
大
学
名
誉
教
授
田
保
橋
　
淳

チ
エ
と
ウ
デ
の
勝
負
小
ス
ペ
ー
ス
、
問
わ
れ
る
実
力

　
こ
の
部
門
は
、
ス
ペ
ー
ス

７
段
以
上

段
未
満
と
す
る

区
分
で
あ
る
。
他
の
大
ス
ペ

ー
ス
部
門
に
比
べ
る
と
、
ハ

ン
デ
ィ
の
あ
る
部
門
だ
。
重

量
級
の
巨
漢
力
士
に
、
軽
量

の
小
兵
力
士
で
は
、

力
量
的
に
は
劣
勢
で

あ
る
こ
と
は
事
実
だ

が
、
戦
略
的
に
考
え

る
と
、
そ
の
体
重
差
ほ
ど
弱

体
で
も
な
い
。
そ
の
特
性
を

生
か
し
て
機
能
的
に
戦
え

ば
、
対
等
以
上
の
取
組
と
な

る
可
能
性
は
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
制
作

者
の
チ
エ
と
ウ
デ
に
か
か
っ

て
い
る
。
チ
エ
の
優
劣
は
ス

ペ
ー
ス
の
大
小
と
は
関
係
な

い
。
ど
う
も
制
作
者
た
ち

は
、

段
連
版
に
な
る
と
張

り
切
る
が
、
７
段
だ
と
手
を

抜
く
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
い
け
な
い
。
小
さ
い
ス
ペ

ー
ス
こ
そ
、
制
作
者
の
実
力

が
問
わ
れ
る
と
思
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
　
　

　
小
よ
く
大
を
制
す
る
に

は
、
ま
ず
表
現
テ
ー
マ
や
内

容
を
限
り
な
く
少
な
く
す
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ン

プ
ル
に
す
る
こ
と
は
い
い
の

だ
が
、
プ
ア
ー
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
が
大
事
だ
。

　
そ
れ
に
は
、
表
現
内
容
が

一
本
の
柱
し
か
な
く
て
も
、

と
に
か
く
目
立
つ
こ
と
だ
ろ

う
。
小
ス
ペ
ー
ス
で
あ
ろ
う

と
も
、
数
多
く
の
情
報
の
な

か
に
埋
も
れ
て
は
い
け
な

い
。
だ
か
ら
、
そ
の
構
造
は

シ
ャ
ー
プ
で
先

鋭
的
で
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。

　
そ
の
た
め
に

す
る
こ
と
は
、
表
現
の
常
識

と
か
ル
ー
ル
を
破
壊
し
て
み

る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
表
現

を
構
成
す
る
要
素
も
最
近
は

き
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
並

べ
る
順
序
も
誰
が
決
め
た
の

で
も
な
い
の
に
、
な
ん
と
な

く
定
型
化
し
て
い
る
。
そ
の

順
番
を
変
え
て
み
る
だ
け
で

も
新
鮮
な
表
現
に
な
る
に
ち

が
い
な
い
。

掲
載
日
９
月

日
／
ス
ペ
ー
ス
全

段

掲載日９月 日／スペース全 段

掲載日９月 日／スペース全 段

掲載日３月３日／スペース全 段
掲載日９月 日／スペース全７段

掲
載
日
９
月

日
／
ス
ペ
ー
ス
全

段

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １１月７日 月曜日 　　


